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研究成果の概要（和文）：本研究は言語音の多様性を探求する分野「音韻類型論」における未開拓の重要な問
題、「言語音の限界縁はいかなるものか？」と「その限界縁をなす稀少特徴はどのように説明できるか？」に取
り組んだ。そのために次の3つの新接近法を導入した：(i)世界中に遍在する「ありふれた音韻特徴」を重視する
従来の手法を逆転させて、地理的に偏在する「めずらしい音韻特徴」を重視する点；(ii)極度に複雑な音類を多
用するコイサン諸語の精査によって、言語音の複雑度の限界範囲の解明に挑戦する点；(iii)音素目録に基づく
頻度調査に依存しがちだった従来の研究に対し、語彙内における頻度調査を体系的に実施する点である。

研究成果の概要（英文）：This project carried out the first large-scale, comprehensive survey of the 
phonological systems of the Khoisan languages. These languages are well known for their use of large
 sets of click phonemes, a typologically rare characteristic. They are also unique because the click
 phonemes carry a high functional load in the respective systems. All these languages have 
strikingly similar and highly skewed root phonotactics: all native roots follow one of only three 
templates, whereas the distribution of consonants is extremely skewed across the various slots of 
these templates. The project has made a contribution to phonological typology in providing empirical
 support for a range of earlier claims and speculations about these typologically rare systems.

研究分野： 言語学

キーワード： 音韻類型論　Khoisan　Kalahari Basin area　Khoe-Kwadi family　Tuu family　Kx'a family　click
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果の学術的意義は、第一に、音韻類型論における従来の主流的な研究潮流に対し、逆転を志向する接
近法（言語音の多様性の内包ではなく外延を重点的に考察することで多様性の本質に迫る手法）を提案したこと
にある。第2に、この接近法による成果を具体的に提示することに成功した点にある。第3に、従来の音韻類型論
が依存しがちだった音素目録ベースの通言語頻度調査方法に対し、本研究は、標本言語の並行語彙データベース
を用いて、語彙内頻度の通言語頻度調査を実現した点にある。さらに、これによって最大規模のコイサン平行語
彙データベースを構築したことは、アフリカ言語学への大きな貢献でもある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
言語音の多様性を捉えようとする類型論的研究は、過去約 35年間で、広域標本調査アプローチ
によって格段の進歩をとげた。この接近法は世界の言語を代表する標本言語の横断的比較によ
り音韻体系の普遍的性質について多数の知見をもたらした。 

だがそこでは、通言語的に特異な稀少特徴が、目の粗い広域標本のせいで見落とされたり、一
般原理の提唱のために考察から意図的に除外されたりしてきた。結局、従来の音韻類型論が解明
したのは、世界の言語に広く共有される音韻パタンの傾向（多様性の内包）に限られ、言語音の
限界縁（多様性の外延）がいかなるものかという重要課題は探求されてこなかった。言語音の多
様性でなく共通性ばかりに目を奪われるというのが、これまでの音韻類型論の主流であった。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を踏まえて、本研究は次の二つの問題の解答を探ることを目指す。 

第 1は「言語音の多様性の外延はいかなるものか？」である。この実証的問題に答えるために
は、通言語的に特異な音韻現象、つまり特定の言語(群)に偏って分布する稀少音韻特徴を、綿密
に観察・分析せねばならない。 

第 2は「外延をなす稀少特徴はどのように説明できるか？」である。この理論的問題に挑むた
めには、稀少特徴とその他の特徴との共時的な有機的関係を解明する必要がある。同時に、当該
特徴が系統内部や地域内部にどう分布し多様性を示すかを調査し、そこから、稀少特徴の歴史的
変化や伝播を解読しなければならない。それらによって、当該の稀少特徴を構造的に成立させ維
持する仕組みや、特定の言語(群)・地域に偏在する歴史的要因を解く手がかりが得られるからで
ある。 

本研究は、世界で最も複雑な音類を多用するコイサン諸語を精査することによって、従来の音
韻類型論が十分に取り扱うことのできなかった、上記の実証的問題と理論的問題の解決に挑む
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、国内外のコイサン言語学者との共同研究により、調査可能なコイサン諸語の大きな
部分を占める 15言語を標本として厳選した。そして、プロジェクトで設計したコイサン音韻論
調査票を用いて、それぞれの言語の専門家が、担当する言語の音素体系記述集と基礎語彙リスト
を作成し、これらを統合してオンラインで共同作業ができるコイサン音素目録データベースと
コイサン平行語彙データベースを構築した。 

音素目録作成には汎コイサン分節音チャートとその潜在的弁別素性を用いた。語彙データベー
スは各言語について同規模で均質な平行的語彙資料を構築するため、現行プロジェクトの試行
錯誤から設計した共通 829 語彙項目を用いた。（Nakagawa et al. 2019, Witzlack-Makarevich & 
Nakagawa 2019 参照。） 

目録データベースと語彙データベースに基づいて、音素・素性・音素配列パタンなどの音韻単
位の頻度の分布を精査し、稀少特徴の実相の重要な部門を解明した。さらに、稀少特徴の系統内・
地域内変異を探り、コイサン特有の音変化「脱クリック化」の精査から、稀少音韻特徴(言語音
の外延)とありふれた特徴(言語音の内包)との歴史的関係も探求した。そして、以上の調査結果を
総合して、稀少音韻特徴の説明原理について考察した。 
 

４．研究成果 
 本研究は、コイサン 15標本言語について、音素目録データと音韻情報を組み入れた平行語彙
リストの集成に成功した。これら２種類のデータベースを用いた音韻単位の頻度調査によって
新たな音韻類型論的事実と一般化がもたらされ、その成果は順調に刊行されている(e.g. 
Nakagawa et al. 2019, Witzlack-Makarevich & Nakagawa 2019, Güldemann & Nakagawa 2018)。 

コイサン３語族の重要な稀少音韻特徴は、(i)音素目録と(ii)音素配列に認められる(Witzlack-
Makarevich & Nakagawa 2019)。(i)の特徴はクリックを多数含む子音音素目録の巨大さにある。例
えば、本研究プロジェクトの標本では、最大目録は西コン語の 165 子音(クリック子音が 111)で、
平均音素数で見ても、コイサン平均が 86 (クリック 52)であった。これは、世界平均の 22 子音に
比べ、破格に多い。この巨大な子音目録の背後には、そこに関与する豊富な弁別素性の奇異な組
合せという特色がある。 



 

 

(ii)の音素配列論的な特徴は、語根の内部における、音素および弁別素性の分布の甚だしい歪み
である。コイサン語根は、そのほとんどが CVCV, CVV, CVNの 3つのテンプレートのいずれか
に該当する。この 3つのうち、最も基本的と見なすことのできるのは、CVCVである。下の２図

は(ii)の要点を語根の基本型 CVCV
で模式的に示している。左図のよう
に、舌背素性は、語根の両端 C1…V2
には現れるが、中央の V1C2には現
れない。舌背閉鎖が関与するクリッ
ク子音は C1にのみ現れる。V1は舌
背素性で対立せず ( [±high, ±low, 
±back]は非弁別的)、円唇性と喉音性
(咽頭化・喉頭化)だけで対立する。
また、右図のように、語根前半 C1V1

だけに喉音制限が、語根後半 C2V2だけに鼻音調和が現れる。この極端な素性の“棲み分け”はコ
イサン以外には観察されていない。 

本研究プロジェクトは、コイサン音素目録データベースとコイサン語彙データベースを用いて、
以上に述べた(i)と(ii)のコイサン特有の希少特徴の実態を精密に実証することに成功した（また、
CVCVが「基本型」であるという見解にも根拠を与えた）。 

さらに、本研究の第 2の目的である希少特徴の説明についても成果が出始めた。コイサン稀少
特徴の本質は、上に述べた、語根のテンプレートにおける素性の数と種類の歪んだ分布に認めら
れる。本研究では、この問題について、その説明の鍵になる舌背素性隣接回避の仮説を提案した
(Güldemann & Nakagawa 2018)。そして、この仮説が標本言語を通して強く支持されることが分か
った。 

言語音の多様性の理解に貢献する実証的・記述的な本研究の成果は、プロジェクトの過程で検
証を積み重ねて拡大改訂を続けてきた汎コイサン子音チャートと汎コイサン母音チャート、ま
たそれらを構成する潜在的弁別素性セットに反映している。そこには、言語音の多様性の限界縁
の理解するための新しい知見が豊富に含まれている。両チャートは Witzlack-Makarevich & 
Nakagawa 2019で公表したが、その後、母音チャートにはさらに改訂が加わった。現在、チャー
ト最終版を含む成果の刊行を準備中である。 

この研究プロジェクトの過程で、音素目録と語彙に加えてテキストを用いた頻度調査の重要性
をあらためて認識し、小規模テキスト資料による音素頻度の予備調査を行なった。しかしながら、
データ規模が不十分なため意味のある類型論的一般化はできなかった。そこで、小規模データを
多数の標本言語から集めるのではなく、大規模データを一部の標本言語から収集してコーパス
を構築するアプローチを研究組織で検討した。その結果、各語族から数言語を標本として厳選し、
十分な規模のテキスト・コーパスを構築するのが現実的かつ効果的だと結論した。この判断に基
づき、本プロジェクトは、データベースを音素目録・語彙・テキストの 3 種類に拡大する新構想
「言語音の多様性の外延の理解拡大：3 基軸データによるカラハリ言語帯の音韻類型論」を最終
年度前年度申請として応募して採択された。 
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Conservation Special Publication 15

210-223

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Gueldemann, Tom -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The linguistics of Holocene High Africa

In Bentz, Christian, Hugo Reyes-Centeno and Yonatan Sahle (eds.), Modern human origins and
dispersal

285-313

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Gueldemann, Tom -

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Environmentally coupled gestures among the Central Kalahari San

D. Favareau (Ed.), Co-operative Engagements in Intertwined Semiosis: Essays in Honour of
Charles Goodwin

397-408

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Takada, Akira -

 １．著者名

10.1177/0022022117746241

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ethical Challenges of Parenting Interventions in Low- to Middle-income Countries

Journal of Cross-Cultural Psychology 5-24

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Morelli, G. A., Quinn, N., Chaudhary, N., Vicedo, M., Rosabal-Coto, M., Keller, H., Murray, M.,
Gottlieb, A., Scheidecker, G., & Takada, A.

49
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Areal linguistics beyond contact, and linguistic areas of Afrabia

In Gueldemann, Tom (ed.), The languages and linguistics of Africa. The World of Linguistics 11 448-545

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Gueldemann, Tom -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Did Proto-Tuu have a paradigm of cardinal numerals?

In Beyer, Klaus, Gertrud Boden, Bernhard Koehler and Ulrike Zoch (eds.), 40 Jahre Afrikanistik:
Festschrift fuer Rainer Vossen

119-134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Gueldemann, Tom -

 １．著者名



2020年

2020年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Haba lexical tonology

Anne-Maria Fehn(ed.), Khoisan Languages and Linguistics 108-119

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nakagawa, Hirosi -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
世界の色彩語の類型と進化：“ブッシュマン”の言語の調査がもたらす新知見

総合文化研究 88-89

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中川　裕 20

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Click loss in Khoe-Kwadi

Sands, Bonny (ed.), Handbook of Clicks 291-335

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Fehn, Anne-Maria -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Click replacement and loss in Ju

Sands, Bonny (ed.), Handbook of Clicks 336-355

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Fehn, Anne-Maria -

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
南西アフリカ（ナミビア）北中部のサンの定住化・キリスト教化

池谷和信(編), 狩猟採集民からみた地球環境史: 自然・隣人・文明との共生 203-216

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
高田　明 -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Taking culture seriously: A pluralistic approach to attachment

H. Keller and K. A. Bard (Eds.), The cultural nature of attachment: Contextualizing
relationships and development

139-169

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Morelli, G. A., Chaudhary, N., Gottlieb, A., Keller, H., Murray, M., Quinn, N., Rosabal-Coto,
M., Scheidecker, G., Takada, A., & Vicedo, M.

-
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Real-world applications of attachment theory

H. Keller and K. A. Bard (Eds.), The cultural nature of attachment: Contextualizing
relationships and development

335-354

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Rosabal-Coto, M., Quinn, N., Keller, H., Vicedo, M., Chaudhary, N., Gottlieb, A., Scheidecker,
Murray, M., Takada, A., & G., Morelli, G. A.

-
 １．著者名

10.1007/s40167-017-0052-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Culture and emotion perception: Comparing Canadian and Japanese children's and parents' context
sensitivity

Culture and Brain 91-104

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Lee, H., Nand, K., Shimizu, Y., Takada, A., Kodama, M., & Masuda, T. 5

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.5774/48-0-284

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Nominal marking in Northern Tshwa (Kalahari Khoe)

Stellenbosch Papers in Linguistics 105-122

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Fehn Anne-Maria、Phiri Admire 48

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Kalahari Basin area as a "Sprachbund" before the Bantu expansion

Hickey, Raymond (ed.), The Cambridge handbook of areal linguistics 500-526

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Gueldemann, Tom and Anne-Maria Fehn -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
オバサンの子どもなのに自分のキョウダイ？グイ語の親族名称体系

フィールドプラス 8-9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
大野　仁美 18

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
再演される出産：ボツワナにおける再定住政策と異常出産の治療儀礼

松岡悦子(編), 子どもを産む・家族をつくる人類学: オールタナティブへの誘い 185-209

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
高田　明 -

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.14989/207691

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The aspect system in G|ui: with special reference to postural features

African Study Monograph, supplementary issue 119-134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nakagawa, Hirosi 52

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An areal view of Africa

Hickey, Raymond (ed.), The Cambridge Handbook of Areal Linguistics 424-445

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Heine, Bernd, Fehn, Anne-Maria -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Kalahari Basin area as a ‘Sprachbund’ before the Bantu expansion - an update

Hickey, Raymond (ed.), The Cambridge Handbook of Areal Linguistics 500-526

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tom Gueldemann, Fehn, Anne-Maria -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Marking direct objects in Ts'ixa (Kalahari Khoe)

Anne-Maria Fehn (ed.), Khoisan Languages and Linguistics. Proceedings of the 4th International
Symposium, Riezlern 2011

121-156

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Fehn, Anne-Maria -

 １．著者名
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

the African Colloquium “Seminarangehoerige stellen Projekte vor”（国際学会）

7th Annual Meeting on Phonology（国際学会）

11th Conference on Oceanic Linguistics (COOL 11)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Rolle, Nicholas and Florian Lionnet

Lionnet, Florian

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Phonetic Features of Linguistic Areality in Southern Africa

Phantom structure: a representational account of floating tone association

Tone and prosodic structure in Paici(^) (New Caledonia) / Tons et structure prosodique en paici(^) (Nouvelle-Cale(')donie)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Gerlach, Linda and Christfried Naumann

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Khoisan phonotactics: a case study from G|ui

Lone Tree, Scholarship in the Service of the Koon: Essays in memory of Anthony Traill, Eds.
Rainer Vossen & Wilfrid Haacke

301-310

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nakagawa, Hirosi 0

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

13th Conference of the Association for Linguistic Typology (ALT 2019)（国際学会）

12th International Conference on (Im)politeness（国際学会）

Department seminar of the Department of Linguistics, Hebrew University of Jerusalem（国際学会）

24th International Conference on Historical Linguistics (ICHL24)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nakagawa, Hirosi, Tom Gueldemann, Florian Lionnet, and Alena Witzlack-Makarevich

Pratchett, Lee J.

Witzlack-Makarevich, Alena and Hirosi Nakagawa

Nakagawa, Hirosi

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

Respect knows no boundaries: The diffusion of politeness strategies across the Kalahari Basin

Khoisan Phonological Typology database and the relative frequency of consonants in the Khoisan languages

History of tonal interaction across paradigms: new findings from Khoisan tonology,

Khoisan phonological typology database and the relative frequency of consonants in the Khoisan languages



2019年

2020年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アフリカ学会第５６回学術大会

日本アフリカ学会第５７回学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本アフリカ学会第55回学術大会

日本言語学会第156回大

中川 裕

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

中川裕

中川裕、アレナ・ウィツラック=マカレヴィチ、木村公彦

 ３．学会等名

声調交替のパラディグマティックな説明：グイ語における２つの畳語パラダイムの相互作用音韻史

カラハリ狩猟採集民の言語におけるユ ニークな音象徴

言語音の限界縁：カラハリ言語帯音韻類型論

カラハリ狩猟採集民の言語における飲食動詞の類型論的特徴

 １．発表者名
中川 裕

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

『外国語と日本語との対照言語学的研究』第25 回研究会

The 9th World Congress of African Linguistics（国際学会）

中川 裕

Nakagawa, Hirosi

菅原和孝

ONO, Hitomi

第50回中四国人類学談話会

Seminar, Department of African Language and Literature, University of Botswana.

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

くちあたりの音象徴の言語相対性と普遍性：コイサン事例研究

Click acquisition in G|ui

動物と感応する身体－南部アフリカ狩猟採集民グイの場合

Is ki a focus marker in G|ui?

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 9th World Congress of African Linguistics（国際学会）

日本アフリカ学会第55回学術大会

Department of Social Anthropology

3rd Kyoto Symposium: African Potentials 2019: International Symposium on African Potentials and the Future of Humanity（国際
学会）

大野仁美

Takada, A. & Sugiyama, Y

Takada, A

ONO, Hitomi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

カラハリ・コエ語派における姿勢動詞の文法化

Re-establishing a good life: Abnormal delivery, rehabilitation treatments, and funerals among the G|ui and G||ana of
Botswana

Discussant of Session 3: Conviviality & African Potentials

Focus marking and identification in G|ui

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

UCL Anthropology

the 12th Conference on Hunting and Gathering Societies（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takada, A

 ２．発表標題

Takada, A

Takada, A

Takada, A

Contribution of Area Studies to Global Challenges in Africa

the 117th Annual meeting of American Anthropological Association（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Play-to-work transition among the !Xun of north-central Namibia

Folk knowledge and wayfinding practices among the San of the Central Kalahari

Crying, caregiving and embodied organization of emotion socialization: A tribute to the lifework of M. H. Goodwin

Environmental perception and wayfinding practices among the San of the Central Kalahari

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the 12th Conference on Hunting and Gathering Societies（国際学会）

the 12th Conference on Hunting and Gathering Societies（国際学会）

Takada, A. & Xiaojie Tian

Takada, A

Takada, A. & Masaki Shimada

Sylvanus Job

the 12th Conference on Hunting and Gathering Societies（国際学会）

“Ethnographie und Sprache am Beispiel Khoisan”, a Blockseminar led by Prof. Dr. Thomas Widlok, Crash Course, Institute of
African and Egyptian studies, University of Cologne, Germany（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Reconsidering play-to-work transition in (post-)hunter-gatherer communities

Features of the participation framework in play and work activities among the !Xun of north-central Namibia

Movies from the field: Play-to-work transitions in (post-)hunter-gatherer communities

A basic introduction into Khoekhoegowab: Part 1: Phonetics and Phonology

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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